




　すぐピットに戻したいところだが、ゴール間際にガス欠の心配もあったことか

ら、やむなくチームはミニマム予定の１５周を走りきるよう指示。５秒以上の

タイムダウンを余儀なくされるも、我慢の走行を重ねた平木は５５周目にピット

イン。残り１時間２０分を、中山に託すこととなった。そして交換したタイヤから

はワイヤーが露出していた……。それまでにポジションは５番手へ。しっかり

タイヤをマネージメントして走るよう指示されている中山は、タイヤをいたわり

ながらゴールを目指す。それでも後続はまったく寄せつけることなく、慎重に

周回を重ね続けて５位でチェッカーを受けることとなった。

　４月２９〜３０日にスポーツランドＳＵＧＯ（宮城県）で行われる、第２戦での

逆襲に期待が大いにかかる。
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スタートから、３９周のロングスティントとなりましたが、序盤に２番手にもついていける

ペースで走れていたし、プッシュし続けることで相手へのプレッシャーになることもあって、

いいペースを保っていたのですが、トップ３以降のチームは、１秒以上遅いペースでし

たし、その点ではタイヤに対する攻撃性という部分で厳しかったのかもしれません。とは

いえ、トップのチームは、ハイペースで走り続けていけたので、今後の課題は、タイヤを

いかに持たせて速く走らせるかということを、チームと一緒に煮詰めていければと思い

ます。

Driver

嵯峨宏紀
koki Sagaw

COMMENT

レースウィークの走り出しは非常に好調で十分戦える状況であったが、蓋をあけてみれ

ば、タイヤの摩耗に苦しんだレースになってしまった。一番の原因として路面のグリップ

が低い時に変えたセッティングが、上手く機能しなかったことが考えられる。

ひとつ良かった点をあげるとすれば、オフから走り込ませてきた平木が、ツーリングカー

のドライビングをマスターしてくれたことであろうか。

次戦はＲＣ３５０にとって苦手な菅生であるが、方向性を見直し、更に戦闘能力が高い

クルマに仕上げて臨みたい。

チーム監督

坪松唯夫
Tadao Tsubomatsu

COMMENT

僕はタイヤを換えないで行ったんですが、出て行ってすぐにグリップダウンが感じられて、

ペースと保とうと頑張っていたのですが、徐々にブレーキも行けなくなって、コントロール

が大変な状況でした。その時チームからは「15周だけ頑張って行ってくれ」ということで、

なんとかピットまで持って行きましたが、タイヤはワイヤーが出ている状況でした。初め

てのスーパー耐久の決勝だったので、いろいろなシチュエーションでの走行など沢山の

新しい良い経験ができました。でも、ちょっときつかったです。予選はいい感触で走れた

ので、次に乗る機会にもシッカリ準備して勝利に貢献できるように頑張りたいと思います。

Driver

中山雄一
Yuichi Nakayama

COMMENT

今週の練習走行からの流れというのは知らない状況で、ぶっつけで決勝は１スティント

行きましたが、前回までのテストとは路面状況が変わったせいか、それまでの調子いい

感じとは違っていました。タイヤをマネージメントしながら最後まで走りきって、でもそうし

ているとタイムも出ないので、前に迫ることができませんでした。４位と３位を走っている

クルマも同じようなペースだったので、タイヤをマネージメントすると、そのぐらいで落ち

着くのかなと。ちょっと厳しいレースでした。次のレースまでに挽回できるように努力しま

す。

Driver

平木湧也
Yuya Hiraki

COMMENT

スーパー耐久　第１戦 レース結果
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ドライバー

堀田 誠/坂口良平

手塚祐弥/前嶋秀司/鈴木　陽

服部尚貴/脇坂薫一/平沼貴之

嵯峨宏紀/平木湧也/中山雄一

ドライバー

TRACY SPORTS ＃38

TRACY SPORTS ＃39

埼玉ﾄﾖﾍﾟｯﾄGreenBrave

Le Beausset Motorsports
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車　名

ｍｕｔａ Racing TWS IS350

ADVICS TRACY RC350

埼玉ﾄﾖﾍﾟｯﾄGreenBrave ﾏｰｸX

DENSO Le Beausset RC350
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